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日
麗
関
係
の
変
質
過
程
―
関
係
悪
化
の
経
緯
と
そ
の
要
因
―
溝
　
川
　
晃
　
司
は
じ
め
に
当
然
の
事
実
で
は
あ
る
が
、
日
本
と
朝
鮮
半
島
の
関
係
は
古
代
よ
り
脈
々
と
続
き
、
交
流
と
摩
擦
を
繰
り
返
し
て
き
た
。「
摩
擦
」
の
大
き
な
も
の
で
は
、
統
一
新
羅
シ
ル
ラ
と
の
対
立
や
、
蒙
古
襲
来
、
倭
寇
、
文
禄
・
慶
長
の
戦
役
（
壬
辰
イ
ム
ジ
ン
・
丁
酉
チ
ョ
ン
ウ
倭
乱
ウ
エ
ラ
ン
）、
近
代
の
侵
略
と
植
民
地
支
配
、
そ
し
て
現
代
の
日
朝
関
係
が
挙
げ
ら
れ
る
。
一
方
、「
交
流
」
の
面
で
は
、
百
済
ペ
ク
チ
ェ
よ
り
の
仏
教
公
伝
に
代
表
さ
れ
る
古
代
の
先
進
文
化
の
伝
播
、
渤
海
パ
レ
と
日
本
の
良
好
な
関
係
、
高
麗
コ
リ
ョ
前
半
期
の
日
本
か
ら
の
進
奉
貿
易
、
江
戸
期
の
朝
鮮
通
信
使
、
現
代
の
日
韓
関
係
等
が
相
当
す
る
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
「
交
流
」
と
「
摩
擦
」
の
併
存
は
、
歴
史
上
い
つ
の
時
代
に
も
ど
こ
の
国
家
間
に
も
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
今
挙
げ
た
も
の
は
大
ま
か
な
傾
向
に
過
ぎ
な
い
。
交
流
が
起
こ
る
か
ら
こ
そ
摩
擦
が
発
生
す
る
の
で
あ
り
、
交
流
が
な
い
地
域
間
に
は
当
然
な
が
ら
摩
擦
さ
え
発
生
し
な
い
。
換
言
す
れ
ば
、
近
隣
諸
国
間
で
は
交
流
も
多
い
が
摩
擦
も
多
く
、
遠
隔
諸
国
間
の
関
係
は
交
流
も
少
な
い
が
摩
擦
も
少
な
く
な
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
こ
の
「
摩
擦
」
と
「
交
流
」
の
時
代
と
い
う
区
分
は
正
確
で
は
な
く
、
大
75 日麗関係の変質過程
ま
か
な
傾
向
を
示
す
も
の
で
し
か
な
い
。
小
さ
な
レ
ベ
ル
で
の
「
交
流
」
と
「
摩
擦
」
を
列
挙
す
れ
ば
き
り
が
な
い
の
で
、
必
然
的
に
大
ま
か
な
傾
向
で
見
て
い
く
の
が
有
効
と
な
る
。
朝
鮮
半
島
の
高
麗
王
朝
の
時
代
は
十
世
紀
前
期
か
ら
十
四
世
紀
末
期
に
相
当
し
、
日
本
で
は
平
安
中
期
か
ら
南
北
朝
期
に
あ
た
る
。
こ
の
間
の
両
者
の
外
交
関
係
を
巨
視
的
マ
ク
ロ
に
見
る
と
、
前
半
は
比
較
的
良
好
な
関
係
で
あ
る
が
後
半
は
非
常
に
険
悪
と
な
っ
て
い
く
。
言
う
ま
で
も
な
く
蒙
古
襲
来
が
一
つ
の
分
岐
点
と
な
っ
て
い
る
が
、
微
視
的
ミ
ク
ロ
で
は
そ
れ
だ
け
で
な
い
様
々
な
要
因
が
そ
の
分
岐
点
を
形
成
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
今
回
、
前
半
は
比
較
的
良
好
な
関
係
に
あ
っ
た
日
麗
関
係
が
、
後
半
に
な
る
と
非
常
に
険
悪
に
な
る
諸
要
因
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
て
み
た
い
。
ひ
と
く
ち
に
「
日
本
」
と
い
っ
て
も
、
中
央
政
府
（
朝
廷
ま
た
は
幕
府
）
と
地
方
で
は
一
つ
の
政
策
に
関
し
て
、
大
な
り
小
な
り
対
応
の
差
が
見
ら
れ
る
筈
で
あ
る
。
特
に
、
朝
鮮
半
島
・
中
国
大
陸
に
近
く
、
琉
球
諸
島
と
も
交
流
が
あ
っ
た
北
九
州
地
域
で
は
、
必
ず
し
も
「
中
央
」
の
指
示
通
り
の
「
外
交
」
が
行
わ
れ
て
い
た
訳
で
は
な
い
。
も
ち
ろ
ん
京
都
や
鎌
倉
の
指
示
を
仰
ぐ
こ
と
も
多
々
見
ら
れ
た
が
、
時
に
は
「
地
方
」
独
自
の
判
断
で
外
交
を
行
い
、「
外
国
」
へ
の
「
最
前
線
」
と
し
て
独
自
の
対
応
を
取
っ
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
多
国
籍
文
化
の
交
差
点
と
も
言
う
べ
き
環
玄
界
灘
・
黄
海
地
域
（
日
本
で
は
北
九
州
地
域
が
相
当
す
る
）
は
、
従
来
認
識
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
単
一
的
な
「
日
本
」
と
い
う
概
念
で
一
括
り
す
る
訳
に
は
い
か
な
い
。
本
稿
で
は
、「
一
地
方
」
と
し
て
多
国
籍
問
題
に
直
面
し
た
「
日
本
」
の
、
高
麗
と
の
関
係
・
交
渉
を
見
る
と
い
う
意
味
合
い
も
持
っ
て
い
る
。
日
麗
関
係
史
は
、
古
く
は
青
山
公
亮
氏
、
森
克
己
氏
等
の
研
究
に
代
表
さ
れ（１
）
、
近
年
で
は
李
領
イ
ヨ
ン
氏
の
著
述
が
挙
げ
ら
れ
る（２
）
。
李
領
氏
の
著
作
は
高
麗
の
ほ
ぼ
全
期
を
通
じ
て
研
究
し
て
い
る
も
の
で
、
ま
さ
に
日
麗
関
係
史
の
基
礎
論
文
と
も
言
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。
私
は
李
領
氏
の
研
究
を
踏
ま
え
、
日
本
の
地
域
交
流
が
悪
化
し
て
い
く
経
緯
に
つ
い
て
調
べ
て
み
た
い
。
な
お
、
こ
の
「
前
半
」
と
「
後
半
」
の
境
界
は
十
三
世
紀
に
あ
る
の
で
、
こ
の
時
代
を
中
心
に
見
て
い
く
。
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一
、
日
麗
関
係
悪
化
へ
の
経
緯
平
安
後
期
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
私
献
貿
易
・
進
奉
貿
易
は
、
あ
く
ま
で
地
域
的
な
私
的
交
流
で
あ
り
、
中
央
政
府
が
殆
ど
関
知
せ
ぬ
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
期
の
交
流
は
概
し
て
平
和
的
で
あ
っ
た
。
鎌
倉
後
期
か
ら
南
北
朝
時
代
に
見
え
る
前
期
倭
寇
全
盛
期
と
違
い
、
血
な
ま
ぐ
さ
い
事
件
や
衝
突
は
さ
ほ
ど
見
ら
れ
な
い
。
日
麗
関
係
史
後
半
の
、
緊
張
関
係
の
象
徴
と
も
言
え
る
倭
寇
が
史
料
上
最
初
に
確
認
出
来
る
の
が
一
二
二
三
年
（
貞
応
二
年
、
高
宗
十
年
）
で
あ
る
（
後
述
）
（
３
）
。
し
か
し
日
麗
関
係
の
摩
擦
は
そ
れ
以
前
に
既
に
発
生
し
て
い
る
。
一
二
〇
六
年
（
建
永
元
年
、
煕
宗
二
年
）
に
金
州
キ
ム
ジ
ュ
防
禦
使
か
ら
対
馬
に
宛
て
て
出
さ
れ
た
牒
に
そ
の
端
緒
が
伺
え
る
。
高
麗
國
金
州
防
禦
使
　
牒
是
印
也
日
本
國
對
馬
嶋
、
當
使
准
越
、
今
年
上
月
十
有
四
日
、
貴
國
使
介
明
頼
等
四
十
人
、
乗
船
三
艘
、
來
泊
乎
州
南
浦
、
使
譯
語
問
其
所
以
來
者
、
號
稱
進
奉
、
兼
献
文
牒
牒
道
、
其
文
其
爲
擾
雜
、
其
語
過
勿
恭
、
非
進
奉
之
禮
也
、
大
抵
兩
國
相
通
文
牒
、
必
指
於
某
國
其
（
某
ヵ
）
州
例
有
恒
矣
、
往
年
秋
八
月
恒
平
等
十
一
人
所
來
文
牒
徒
以
讒
諛
之
事
、
直
指
牒
京
朝
、
禮
賓
省
其
可
以
任
意
而
交
受
、
平
具
事
呻
報
朝
庭
、
朝
庭
之
議
不
上
於
一
、
而
使
之
遣
還
金
不
見
、
來
、
此
亦
失
禮
之
甚
矣
、
當
券
廉
察
使
更
傳
報
于
朝
庭
、
朝
庭
共
不
許
其
交
接
、
使
之
解
纜
發
遣
故
所
、
來
文
牒
、
及
進
奉
萬
物
率
皆
還
給
、
以
送
其
數
目
于
後
想
、
宜
知
悉
右
事
須
牒
、
泰
和
六
年
二
月
　
　
日
　
　
牒
官
　
　
直
　
韭
　
二
牒
後
還
送
、
進
奉
物
目
、
圓
鮑
貳
仟
帖
、
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此
一
字
消
黒
蚫
貳
仟
果
、
鹿
皮
参
拾
枚
、
原
こ
れ
は
故
藤
原
親
経
が
所
蔵
し
て
い
た
家
の
文
書
の
中
に
あ
っ
た
も
の
を
平
経
高
が
書
写
し
た
も
の
で
あ
り
、『
平
戸
記
』
延
応
二
年
（
一
二
四
〇
）
四
月
十
七
日
条
に
見
え
る
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
一
二
〇
六
年
当
初
の
記
録
に
は
こ
の
記
事
は
見
い
出
せ
な
い
。
泰
和
六
年
は
金
の
年
号
で
あ
り
、
こ
の
時
高
麗
は
金
の
年
号
を
使
用
し
て
い
た
。
一
二
〇
六
年
の
上
月
（
正
月
か
）
に
対
馬
介
明
頼
ら
四
十
人
が
使
者
と
し
て
派
遣
さ
れ
た
。
進
奉
目
的
で
あ
っ
た
が
そ
の
提
出
し
た
牒
状
が
「
其
文
其
爲
擾
雜
、
其
語
過
勿
恭
、
非
進
奉
之
禮
也
」
と
い
う
ひ
ど
い
も
の
で
あ
っ
た
た
め
、
追
い
返
さ
れ
た
上
に
目
録
と
進
奉
物
も
返
却
さ
れ
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
そ
の
前
年
（
一
二
〇
五
年
）
に
も
恒
平
な
る
者
が
も
た
ら
し
た
牒
の
文
言
が
「
徒
以
讒
諛
之
事
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
宛
名
が
高
麗
の
礼
賓
省
と
な
っ
て
お
り
、
対
馬
か
ら
開
京
ケ
ギ
ョ
ン
の
中
央
政
府
に
向
け
て
直
接
牒
を
出
し
た
こ
と
が
外
交
儀
礼
に
反
し
た
ら
し
い
。
さ
ら
に
使
者
が
金
某
を
つ
れ
て
還
っ
て
き
た
こ
と
が
何
か
気
に
障
っ
た
よ
う
で
あ
り
、「
此
亦
失
禮
之
甚
矣
」
と
さ
れ
て
い
る
。
進
奉
の
使
節
が
送
り
返
さ
れ
た
の
は
、
管
見
の
限
り
で
は
こ
の
二
年
続
け
て
の
二
例
が
初
め
て
の
事
例
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
日
麗
間
の
地
域
交
流
が
摩
擦
を
帯
び
始
め
る
端
緒
が
あ
る
よ
う
に
感
じ
る
。
李
領
氏
も
こ
の
こ
と
に
関
し
て
同
様
の
論
述
を
し
て
い
る
の
だ
が
、
同
氏
は
高
麗
に
拒
絶
さ
れ
る
牒
状
が
作
ら
れ
た
理
由
と
し
て
、
以
下
の
よ
う
な
推
測
を
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
国
使
介
明
頼
等
四
十
人
と
恒
平
等
十
一
人
は
「
高
麗
貿
易
を
め
ぐ
っ
て
競
合
関
係
に
あ
っ
た
」
と
推
測
し
、
高
麗
が
「
こ
の
よ
う
な
対
馬
島
側
の
事
情
と
は
関
係
な
く
、
対
馬
島
に
対
し
て
所
定
の
「
進
奉
」
内
容
に
ふ
さ
わ
し
い
牒
状
を
要
求
し
た
も
の
の
、
対
馬
島
側
は
内
部
の
紛
争
に
よ
っ
て
こ
れ
に
応
じ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
」、
と
解
説
し
て
い
る（４
）
。
李
領
氏
の
言
う
と
こ
ろ
で
は
対
馬
内
部
で
一
種
の
内
紛
が
あ
り
、
そ
れ
が
進
奉
貿
易
に
影
響
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
明
頼
側
と
恒
平
側
が
競
合
関
係
に
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
は
先
の
牒
状
か
ら
は
伺
え
な
い
。
先
に
高
麗
に
至
っ
た
恒
平
が
追
い
返
さ
れ
た
理
由
と
し
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て
、
文
牒
の
体
裁
が
「
讒
諛
之
事
」
で
あ
っ
た
こ
と
、
中
央
政
府
に
宛
て
て
直
接
牒
を
出
し
た
こ
と
、
使
者
が
金
某
を
遣
し
還
し
た
こ
と
が
「
失
禮
之
甚
」
で
あ
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
気
に
な
る
の
が
「
讒
諛
」
と
い
う
表
現
で
あ
る
。
恒
平
側
が
誰
か
他
の
立
場
の
者
を
悪
し
様
に
高
麗
側
に
吹
聴
し
へ
つ
ら
っ
て
い
る
訳
で
あ
り
、
李
氏
は
こ
れ
を
以
て
明
頼
側
と
恒
平
側
と
の
対
立
と
判
断
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
恒
平
が
「
讒
諛
」
し
た
対
象
が
誰
な
の
か
、
こ
こ
か
ら
判
断
す
る
の
は
難
し
く
、
明
頼
側
と
即
決
す
る
訳
に
は
い
か
な
い
の
で
は
な
い
か
。
明
頼
は
「
貴
國
介
明
頼
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
対
馬
介
で
あ
っ
た
こ
と
は
明
確
で
あ
る
が
、
恒
平
に
つ
い
て
は
何
も
表
記
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
こ
か
ら
推
測
す
る
と
、
恒
平
は
対
馬
の
人
間
で
は
な
い
可
能
性
も
あ
る
。
平
安
期
の
私
献
貿
易
で
高
麗
に
至
っ
た
派
遣
さ
れ
た
使
者
は
、
対
馬
の
他
に
壱
岐
・
薩
摩
・
筑
前
か
ら
の
名
が
見
え
る（５
）
。
つ
ま
り
対
馬
の
進
奉
貿
易
が
莫
大
な
利
を
も
た
ら
す
こ
と
を
知
っ
た
他
地
域
の
人
間
が
、
対
馬
を
「
讒
諛
」
し
た
と
い
う
可
能
性
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
一
二
六
三
年
に
も
た
ら
さ
れ
た
高
麗
の
牒
に
は
、
進
奉
船
は
年
一
回
二
艘
ま
で
と
い
う
規
定
が
な
さ
れ
て
い
た（６
）
。
一
二
〇
五
年
も
同
じ
規
定
だ
っ
た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
高
麗
と
の
繋
が
り
は
「
狭
き
門
」
で
あ
り
、
他
地
域
の
者
か
ら
す
れ
ば
対
馬
を
蹴
落
と
す
必
要
が
あ
る
。
高
麗
と
の
関
係
は
確
か
に
対
馬
が
一
番
深
い
が
、
先
に
見
た
私
献
貿
易
や
、
一
四
世
紀
以
降
の
被
虜
朝
鮮
人
送
還
に
よ
る
回
賜
貿
易
に
は（７
）
、
対
馬
以
外
の
玄
界
灘
周
辺
地
域
か
ら
も
朝
鮮
半
島
へ
コ
ン
タ
ク
ト
を
取
っ
て
い
る
。
以
上
の
点
か
ら
考
え
る
と
、
対
馬
と
玄
界
灘
他
地
域
と
の
間
に
、
進
奉
資
格
を
め
ぐ
っ
て
の
競
合
が
存
在
し
た
可
能
性
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
そ
れ
が
恒
平
の
「
讒
諛
」
が
示
す
も
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
翌
年
に
来
航
し
た
明
頼
で
あ
る
が
、
こ
ち
ら
が
追
い
返
さ
れ
た
理
由
は
、
牒
状
の
体
裁
が
「
其
文
其
爲
擾
雜
、
其
語
過
勿
恭
、
非
進
奉
之
禮
也
」
と
い
う
も
の
に
よ
る
。
明
頼
側
は
、
他
者
を
讒
言
し
た
形
跡
は
な
い
よ
う
だ
が
、
進
奉
に
し
て
は
失
礼
で
あ
り
、
通
好
の
最
低
の
儀
礼
を
満
た
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
伺
え
る
。
つ
ま
り
こ
こ
か
ら
見
る
と
、
恒
平
と
明
頼
は
と
も
に
通
好
を
求
め
る
も
、
ど
ち
ら
も
通
好
儀
礼
に
不
備
が
あ
り
、
拒
絶
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
こ
の
両
者
が
競
合
関
係
に
あ
る
か
ど
う
か
は
不
明
確
だ
が
、
た
と
え
相
手
を
悪
し
様
に
言
う
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
肝
心
の
高
麗
に
対
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る
外
交
姿
勢
に
は
充
分
気
を
つ
け
る
筈
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
充
分
に
礼
を
つ
く
し
て
高
麗
の
お
墨
付
き
を
貰
い
、
競
合
相
手
の
排
除
を
狙
う
か
ら
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
恒
平
に
し
て
も
明
頼
に
し
て
も
進
奉
対
象
に
対
し
て
礼
を
欠
く
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
私
は
こ
の
両
者
が
競
合
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
が
原
因
で
は
な
く
、
両
者
が
「
進
奉
」
す
る
相
手
を
軽
ん
ず
る
言
動
を
取
っ
た
こ
と
が
原
因
で
あ
る
と
思
う
の
で
あ
る
。
さ
て
こ
の
よ
う
に
、
一
二
〇
五
年
・
〇
六
年
と
相
次
い
で
日
本
か
ら
の
進
奉
が
拒
絶
さ
れ
た
こ
と
は
何
を
意
味
す
る
の
か
。
ま
ず
明
確
に
言
え
る
こ
と
は
、
日
本
人
の
、
高
麗
に
対
す
る
外
交
姿
勢
の
弛
緩
で
あ
る
。
私
献
・
進
奉
貿
易
と
い
っ
た
地
域
交
易
が
見
ら
れ
た
端
緒
が
一
〇
七
三
年
（
延
久
五
年
、
文
宗
二
十
七
年
）
で
あ
る
が（８
）
、
そ
れ
以
来
、
断
続
的
に
も
と
り
あ
え
ず
地
域
交
易
は
続
け
ら
れ
た
。
そ
の
間
、
牒
状
の
表
現
の
失
礼
を
理
由
に
追
い
返
さ
れ
た
事
例
は
、
管
見
の
限
り
見
え
な
い
。
そ
れ
が
十
三
世
紀
に
入
っ
て
間
も
な
く
、
外
交
儀
礼
を
欠
く
こ
と
を
理
由
に
拒
絶
さ
れ
た
。
こ
こ
に
、
長
年
私
献
・
進
奉
貿
易
に
携
わ
っ
て
き
た
日
本
人
に
、
高
麗
に
対
す
る
外
交
姿
勢
の
緩
み
が
出
て
き
た
の
で
は
な
い
か
、
と
推
測
す
る
。
そ
の
弛
緩
の
原
因
は
不
明
で
あ
る
が
、
日
本
か
ら
の
来
航
者
の
も
た
ら
す
牒
状
に
失
礼
の
表
現
が
目
立
ち
は
じ
め
、
高
麗
に
と
っ
て
も
許
容
出
来
な
く
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
し
て
こ
の
摩
擦
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
後
述
す
る
が
一
二
二
七
年
（
安
貞
元
年
、
高
宗
十
四
年
）
ま
で
進
奉
貿
易
の
廃
絶
と
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
こ
の
一
二
〇
五
年
・
〇
六
年
は
高
麗
で
は
煕
宗
元
年
・
二
年
に
あ
た
る
こ
と
か
ら
、
即
位
し
た
ば
か
り
の
煕
宗
ヒ
ジ
ョ
ン
に
よ
り
外
交
礼
儀
が
厳
格
化
さ
れ
た
と
い
う
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
進
奉
貿
易
が
廃
絶
さ
れ
る
に
至
っ
て
、
史
料
上
に
初
め
て
「
倭
寇
」
の
文
字
が
見
え
る
の
が（９
）
一
二
二
三
年
（
貞
応
二
年
、
高
宗
十
年
）
で
、『
高
麗
史
』
に
は
「
倭
寇
金
州
」
と
し
か
記
さ
れ
て
い
な
い（10
）
。
こ
れ
は
田
中
健
夫
氏
の
言
う
よ
う
に
、「
倭
、
金
州
ニ
寇
ス
」
と
読
む
べ
き
で
あ
る（11
）
。
従
っ
て
ま
だ
「
倭
寇
」
と
い
う
語
が
成
立
し
て
い
な
い
段
階
と
言
え
る
。
田
中
氏
は
こ
の
『
高
麗
史
』
の
記
事
を
指
し
「
成
語
あ
る
い
は
歴
史
的
観
念
と
し
て
の
倭
寇
に
は
な
っ
て
い
な
い
」
と
説
い
て
い
る
が（12
）
、「
倭
寇
」
と
い
う
名
詞
形
で
書
か
れ
て
な
い
な
ら
則
ち
倭
寇
に
非
ず
、
と
い
う
の
は
不
自
然
で
あ
る
。
以
後
の
倭
寇
と
の
特
筆
す
べ
き
差
異
は
そ
れ
ほ
ど
感
じ
ら
れ
な
い
の
で
、
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倭
寇
」
と
い
う
語
が
成
り
立
っ
て
い
な
く
て
も
倭
寇
と
判
断
し
て
差
し
支
え
な
い
よ
う
に
思
う
。
こ
の
時
に
倭
寇
が
発
生
し
た
要
因
は
、
高
麗
側
に
よ
り
進
奉
貿
易
が
拒
絶
さ
れ
た
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
李
領
氏
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
高
麗
か
ら
至
近
距
離
に
あ
る
対
馬
は
面
積
狭
小
に
し
て
農
耕
に
適
さ
ず
、
漁
撈
か
交
易
に
活
路
を
見
い
だ
さ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
か
ら
（
13
）
で
あ
る
。
高
麗
と
の
交
易
が
絶
た
れ
る
の
は
、
ま
さ
に
死
活
問
題
で
あ
っ
た
ろ
う
。
そ
れ
は
、
対
馬
守
藤
原
親
光
の
羽
振
り
の
良
さ
を
描
写
し
た
『
吾
妻
鏡
』
が
良
く
示
し
て
い
る（14
）
。
関
係
が
良
好
な
際
に
は
大
き
な
利
益
を
稼
ぐ
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
関
係
が
良
好
で
な
い
場
合
は
ど
う
な
る
か
。
青
山
公
亮
氏
が
説
く
よ
う
に
、
商
人
と
海
賊
は
い
わ
ば
紙
一
重
の
関
係
で
あ
っ
て
、「
進
奉
者
の
苦
境
が
次
第
に
増
大
す
る
に
伴
い
そ
の
一
部
の
者
を
駆
つ
て
不
穏
の
行
動
を
敢
て
す
る
に
至
ら
し
め
る（15
）
」
も
の
で
あ
っ
た
。
以
上
を
考
慮
す
る
と
、
最
初
の
「
倭
寇
」
発
生
の
最
大
の
理
由
は
、
進
奉
貿
易
の
拒
絶
に
よ
っ
て
苦
境
に
立
た
さ
れ
た
玄
界
灘
の
海
民
達
に
よ
っ
て
、
平
和
的
手
段
か
ら
暴
力
的
手
段
へ
と
転
換
し
た
か
ら
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
青
山
氏
は
「
高
麗
の
拒
否
的
政
策
が
有
力
な
原
因（16
）
」
と
し
て
い
る
が
、
高
麗
の
み
が
元
凶
で
は
な
く
、
日
本
側
の
弛
緩
し
た
外
交
姿
勢
が
高
麗
を
怒
ら
せ
た
と
い
う
面
も
あ
り
、
非
は
日
本
側
に
も
あ
る
よ
う
に
感
じ
る
。
そ
の
よ
う
な
初
期
倭
寇
の
行
動
は
一
二
二
三
年
か
ら
数
年
見
え
る
。
一
二
二
五
年
四
月
の
慶
尚
道
キ
ョ
ン
サ
ン
ド
沿
海
州（17
）
、
一
二
二
六
年
正
月
に
同
じ
く
慶
尚
道
沿
海
州（18
）
、
同
年
六
月
の
金
州（19
）
、
一
二
二
七
年
五
月
の
熊
神
ウ
ン
シ
ン
県（20
）
、
と
い
っ
た
具
合
で
あ
る
。
進
奉
貿
易
廃
絶
の
契
機
と
思
わ
れ
る
一
二
〇
六
年
か
ら
一
二
二
三
年
ま
で
の
約
十
八
年
も
の
間
に
な
ぜ
倭
寇
が
発
生
し
な
か
っ
た
の
か
、
逆
に
い
え
ば
な
ぜ
進
奉
貿
易
廃
絶
か
ら
約
十
八
年
も
経
過
し
て
か
ら
発
生
し
た
の
か
、
と
い
う
点
は
不
明
で
あ
る
。
と
も
か
く
こ
の
頃
か
ら
急
に
倭
寇
の
活
動
が
始
ま
る
の
だ
が
、
嘉
禄
三
年
（
安
貞
元
年
、
高
宗
十
四
年
、
一
二
二
七
）
五
月
に
、
つ
い
に
高
麗
か
ら
抗
議
の
牒
状
が
至
る
。
差
出
は
高
麗
国
全
羅
州
道
チ
ョ
ル
ラ
ジ
ュ
ド
按
察
使
で
、
大
宰
府
に
宛
て
た
も
の
で
あ
る
。
高
麗
國
全
羅
州
道
按
察
使
牒
（
印
）
日
本
國
惣
官
大
宰
府
當
使
准
彼
國
對
馬
嶋
人
古
來
貢
進
邦
物
、
歳
修
和
好
、
亦
我
本
朝
從
其
所
便
、
特
營
舘
舎
、
撫
以
恩
信
、
是
用
海
邊
州
縣
、
島
嶼
居
民
、
恃
前
來
交
好
、
無
所
疑
忌
、
彼
告
金
海
府
、
對
馬
人
等
舊
所
住
依
之
處
、
奈
何
、
於
丙
戌
六
月
乗
其
夜
寐
、
入
自
城
竇
、
奪
掠
正
屋
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訖
、
比
之
已
甚
、
又
何
邊
村
塞
、
擅
使
往
來
、
彼
此
一
同
無
辜
百
姓
侵
擾
不
已
、
今
者
、
國
朝
取
問
上
件
事
固
當
差
承
存
等
二
十
人
晉
牒
前
去
、
且
元
來
進
奉
禮
制
、
廢
絶
不
行
、
船
數
結
多
、
無
常
住
來
、
作
爲
悪
事
、
是
何
因
由
、
如
此
事
理
、
疾
速
廻
報
、
右
具
（
印
）
前
事
牒
、
日
本
國
惣
官
、
謹
牒
、
丁
亥
二
月
日
（
印
）
牒
副
使
兼
監
倉
使
轉
輪
堤
默
刑
獄
兵
馬
公
事
龍
虎
軍
郎
將
兼
三
司
判
官
趙
判（21
）
こ
の
牒
状
内
で
「
且
元
來
進
奉
禮
制
、
廢
絶
不
行
」
と
あ
る
こ
と
が
、
久
し
く
進
奉
関
係
が
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
先
の
一
二
〇
六
年
の
明
頼
が
追
い
返
さ
れ
て
か
ら
こ
の
時
ま
で
廃
絶
し
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
さ
て
注
目
す
べ
き
は
大
宰
少
弐
武
藤
資
頼
の
対
応
で
あ
る
。『
高
麗
史
』
同
年
五
月
乙
丑
条
に
は
以
下
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。
乙
丑
雨
雹
　
日
本
國
寄
書
謝
賊
船
寇
邊
之
罪
、
仍
請
修
好
互
市（22
）
、
さ
ら
に
『
百
錬
抄
』
同
年
七
月
二
十
一
日
に
次
の
よ
う
な
史
料
が
見
え
る
。
廿
一
日
、
於
關
白
直
廬
有
議
定
事
、
左
大
臣
已
下
參
入
、
去
年
對
馬
國
惡
徒
等
向
高
麗
國
全
羅
州
、
奪
取
人
物
、
侵
陵
住
民
事
、
可
報
由
緒
之
由
牒
送
、
太
（
マ
マ
）
宰
少
貳
資
頼
不
經
上
奏
、
於
高
麗
國
使
前
捕
惡
徒
九
十
人
斬
首
、
偸
送
返
牒
云
々
、
我
朝
之
耻
也
、
牒
状
無
禮
云
々（23
）
、
大
宰
府
は
抗
議
を
受
け
る
と
即
座
に
謝
罪
を
行
う
と
共
に
貿
易
回
復
を
要
請
し
た
。
そ
の
後
、
悪
徒
を
逮
捕
し
て
高
麗
使
目
前
で
斬
首
に
処
し
、
高
麗
の
面
目
を
立
て
て
い
る
。
こ
れ
は
李
領
氏
の
説
く
よ
う
に
、
幕
府
に
よ
っ
て
こ
の
年
四
月
に
出
さ
れ
た
悪
党
退
治
命
令（24
）
を
受
け
た
も
の
で
あ
り
、
武
藤
資
頼
自
身
が
「
日
宋
貿
易
の
担
い
手
で
あ
り
、
現
地
の
責
任
者
と
し
て
、
航
路
の
安
全
確
保
の
た
め
に
は
、
高
麗
と
の
親
善
関
係
を
維
持
す
る
必
要
が
あ
っ
た
か
ら（25
）
」
で
あ
る
。
ま
さ
に
正
論
で
は
あ
る
が
、
こ
の
説
明
で
は
、
資
頼
が
高
麗
と
の
対
外
関
係
し
か
重
視
し
な
か
っ
た
よ
う
に
聞
こ
え
る
。
李
領
氏
の
言
う
よ
う
に
、
資
頼
に
と
っ
て
高
麗
と
の
親
善
関
係
維
持
が
最
も
重
要
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
彼
の
行
動
に
史
的
意
義
を
見
つ
け
る
な
ら
、
進
奉
貿
易
復
活
の
要
請
を
し
た
こ
と
に
つ
い
て
も
っ
と
評
価
さ
れ
て
も
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の
で
は
な
い
か
。
つ
ま
り
資
頼
は
単
に
謝
罪
を
し
た
の
で
は
な
く
、
高
麗
側
に
よ
り
一
方
的
に
拒
絶
さ
れ
て
い
る
進
奉
貿
易
の
復
活
を
要
請
し
た
。
そ
し
て
、
恐
ら
く
そ
の
内
諾
を
得
た
で
あ
ろ
う
後
の
同
年
七
月
に
、
捕
ら
え
た
悪
徒
九
十
人
を
斬
首
に
処
し
高
麗
の
面
子
を
立
て
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
高
麗
の
事
情
を
汲
ん
で
あ
く
ま
で
友
好
的
処
置
を
取
り
、
か
つ
玄
界
灘
の
海
民
の
不
満
の
解
消
に
務
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
資
頼
は
、
進
奉
貿
易
廃
絶
が
彼
等
の
大
き
な
痛
手
に
な
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
悪
徒
を
厳
罰
に
処
す
と
同
時
に
、「
ガ
ス
抜
き
」
に
努
め
、
将
来
の
倭
寇
再
発
防
止
を
狙
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
武
藤
資
頼
は
、
高
麗
に
対
し
て
は
対
外
的
友
好
姿
勢
を
崩
さ
ず
、
か
つ
玄
界
灘
の
海
民
の
不
満
を
解
消
さ
せ
、
日
麗
関
係
の
維
持
に
努
め
た
。
彼
の
外
交
手
腕
は
見
事
と
言
う
べ
き
だ
が
、
そ
の
功
績
が
不
当
に
も
大
し
て
評
価
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
感
じ
る
の
は
私
だ
け
だ
ろ
う
か
。
こ
う
し
て
進
奉
貿
易
は
復
活
し
た
が
、
倭
寇
は
断
続
的
に
発
生
し
て
い
る
。
一
二
三
二
年
閏
九
月
の
鏡
社
住
人
の
珍
宝
略
奪（26
）
、
一
二
六
三
年
二
月
の
金
州
襲
撃（27
）
、
一
二
六
五
年
七
月
に
発
生
し
た
南
道
沿
海
州
ナ
ム
ド
ヨ
ネ
ジ
ュ
郡
襲
撃（28
）
、
と
い
う
具
合
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
一
二
二
三
年
か
ら
二
七
年
の
事
例
の
よ
う
に
連
続
的
に
は
発
生
し
て
お
ら
ず
、
進
奉
貿
易
復
活
に
よ
る
玄
界
灘
海
民
の
「
ガ
ス
抜
き
」
は
一
応
成
功
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
初
期
倭
寇
は
、
一
三
五
〇
年
以
後
に
本
格
化
す
る
前
期
倭
寇
（
い
わ
ゆ
る
「
庚
寅
年
以
降
の
倭
寇
」）
と
比
較
す
れ
ば
ま
だ
ま
だ
少
な
く
、
か
つ
小
規
模
で
あ
る
。
し
か
し
高
麗
政
府
は
度
々
日
本
に
抗
議
を
行
っ
て
い
る
。
日
本
へ
の
遣
使
は
一
二
四
〇
年
四
月（29
）
、
一
二
五
九
年
七
月（30
）
、
一
二
六
三
年
四
月（31
）
、
の
三
回
が
確
認
で
き
る
。
そ
の
う
ち
一
二
四
〇
年
（
延
応
二
年
、
高
宗
二
十
七
年
）
の
も
の
は
そ
の
内
容
が
不
明
で
あ
る
が
、
一
二
五
九
年
（
正
元
元
年
、
高
宗
四
十
六
年
）
と
一
二
六
三
年
（
弘
長
三
年
、
元
宗
四
年
）
の
も
の
は
明
確
に
倭
寇
に
つ
い
て
抗
議
を
行
っ
て
い
る
。
一
二
六
三
年
四
月
の
も
の
は
、
二
月
の
金
州
襲
撃
事
件
を
受
け
て
の
も
の
だ
が
、
一
二
五
九
年
の
少
し
以
前
に
倭
寇
事
件
が
発
生
し
た
と
い
う
記
事
は
見
え
な
い
。
こ
れ
は
史
料
上
に
記
録
さ
れ
な
か
っ
た
だ
け
で
、
こ
の
以
前
に
も
度
々
倭
寇
の
襲
撃
事
件
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
日
本
側
の
対
応
と
し
て
は
、
一
二
五
九
年
の
時
の
も
の
は
不
明
で
あ
る
が
一
二
六
三
年
も
の
は
確
認
で
き
る
。
一
二
六
三
年
と
い
う
年
は
日
麗
間
の
交
流
と
摩
擦
が
複
雑
に
絡
み
合
っ
て
い
る
興
味
深
い
年
で
あ
る
故
、
こ
83 日麗関係の変質過程
の
一
年
の
両
国
関
係
の
動
き
を
見
て
み
る
。
（
二
月
）
癸
酉
、
倭
寇
金
州
管
内
熊
神
縣
勿
島
、
掠
諸
州
縣
貢
船（32
）
、
（
四
月
）
甲
寅
、（
中
略
）
遣
大
官
署
丞
洪
・
事
府
事
郭
王
府
等
、
如
日
本
國
請
禁
賊
牒
曰
、
自
兩
國
交
通
以
來
、
歳
常
進
奉
一
度
船
不
過
二
艘
、
設
有
他
船
枉
憑
他
事
濫
擾
、
我
沿
海
村
里
嚴
加
徴
禁
、
以
爲
定
約
越
、
今
年
二
月
二
十
二
日
貴
國
船
一
艘
無
故
來
入
我
境
内
熊
神
縣
界
勿
島
、
略
其
島
所
泊
我
國
貢
船
所
載
多
般
穀
米
并
一
百
二
十
石
・
紬
布
并
四
十
三
匹
、
將
去
又
入
椽
島
、
居
民
衣
食
資
生
之
具
盡
奪
而
去
、
於
元
定
交
通
之
意
甚
大
乖
反
、
今
遣
洪
等
、
牒
以
送
詳
公
牒
并
聽
口
陳
窮
推
上
項
奪
攘
人
等
盡
、
皆
徴
沮
以
固
兩
國
和
親
之
義（33
）
、
（
六
月
是
月
）
日
本
官
船
大
使
如
眞
等
將
入
宋
求
法
、
漂
風
僧
俗
并
二
百
三
十
人
泊
開
也
召
島
、
二
百
六
十
五
人
到
群
山
楸
子
二
島
、
大
宰
府
少
卿
殿
白
商
船
七
十
八
人
自
宋
將
還
本
國
漂
風
失
船
以
小
船
泊
宣
州
加
次
島
、
命
全
羅
道
按
察
使
、
給
糧
船
護
送
其
國（34
）
、
（
七
月
）
乙
巳
、
日
本
商
船
三
十
人
漂
風
到
龜
州
艾
島
、
命
賜
糧
護
送（35
）
、
（
八
月
）
戊
申
朔
、
洪
・
郭
王
府
等
自
日
本
還
奏
曰
、窮
推
海
賊
乃
對
馬
島
倭
也
、徴
米
二
十
石
・
馬
黍
三
十
石
・
牛
皮
七
十
領
而
來（36
）
、
こ
れ
ら
の
史
料
を
見
る
と
、
こ
の
年
二
月
に
金
州
に
倭
寇
が
進
入
、
四
月
に
高
麗
よ
り
洪
と
郭
王
府
カ
ク
ワ
ン
プ
が
派
遣
さ
れ
倭
寇
に
つ
い
て
抗
議
、
七
月
と
八
月
に
は
、
高
麗
が
漂
流
し
た
日
本
人
に
食
糧
を
与
え
て
護
送
、
八
月
に
は
洪
等
が
帰
国
し
た
際
、
日
本
よ
り
賠
償
と
し
て
米
・
馬
黍
・
牛
皮
が
支
払
わ
れ
た
こ
と
が
伺
え
る
。
李
領
氏
は
こ
の
高
麗
の
抗
議
に
触
れ
、
進
奉
関
係
は
少
な
く
と
も
こ
の
時
ま
で
「
断
続
的
な
が
ら
も
依
然
と
し
て
維
持
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
」
と
推
測
し
て
い
る（37
）
。
そ
の
間
に
発
生
し
た
日
本
船
漂
着
事
故
に
は
、
高
麗
政
府
は
食
糧
を
与
え
て
帰
国
さ
せ
る
と
い
う
、
極
め
て
友
好
的
措
置
を
取
っ
て
い
る
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
日
本
側
と
し
て
も
賠
償
を
支
払
う
と
い
う
誠
意
あ
る
対
応
を
行
っ
た
。
こ
れ
ら
の
事
か
ら
、
一
二
六
三
年
は
交
流
と
摩
擦
が
入
り
交
じ
り
、
日
麗
関
係
が
徐
々
に
悪
化
し
て
い
く
様
子
を
よ
く
象
徴
す
る
年
と
言
え
る
。
李
領
氏
は
高
麗
へ
の
進
奉
関
係
が
終
焉
し
た
時
期
に
つ
い
て
、「
一
二
六
六
年
十
一
月
、
蒙
古
か
ら
日
本
の
入
朝
を
促
す
詔
書
が
高
麗
日麗関係の変質過程 84
ホ
ン
チ
ョ
に
送
ら
れ
た
こ
と
に
求
め
ら
れ
る
」
と
し
て
い
る（38
）
。
つ
ま
り
、
蒙
古
襲
来
と
い
う
、
日
本
と
大
陸
の
関
係
が
非
常
に
険
悪
な
も
の
に
な
っ
た
事
件
が
、
そ
れ
ま
で
の
一
種
の
地
域
交
流
と
も
言
う
べ
き
進
奉
関
係
を
終
わ
ら
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
確
か
に
そ
の
通
り
で
あ
り
、
蒙
古
襲
来
が
そ
の
契
機
と
な
っ
た
こ
と
に
は
私
も
異
存
は
な
い
。
た
だ
し
よ
り
詳
細
に
見
る
と
、「
一
二
六
六
年
」
（
文
永
三
年
、
元
宗
七
年
）
よ
り
も
う
少
し
下
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
そ
の
根
拠
と
し
て
は
、『
高
麗
史
』「
世
家
二
十
七
」
元
宗
十
三
年
（
一
二
七
二
）
七
月
の
次
の
よ
う
な
史
料
が
挙
げ
ら
れ
る
。
秋
七
月
甲
子
、
倭
船
到
金
州
、
慶
尚
道
按
撫
使
曹
子
一
恐
交
通
事
覺
獲
譴
于
元
、
密
令
還
國
、
洪
茶
丘
聞
之
嚴
鞫
子
一
、
馳
聞
于
帝（39
）
、
元
宗
十
三
年
七
月
に
金
州
に
倭
船
が
や
っ
て
来
た
と
こ
ろ
、
慶
尚
道
按
撫
使
で
あ
る
曹
子
一
チ
ョ
ジ
ャ
イ
ル
は
高
麗
と
日
本
が
通
好
し
て
い
る
こ
と
が
元
に
発
覚
す
る
の
を
恐
れ
、
密
か
に
帰
国
さ
せ
て
し
ま
っ
た
。
と
こ
ろ
が
洪
茶
丘
ホ
ン
タ
グ
が
こ
の
こ
と
を
耳
に
し
、
曹
子
一
を
厳
し
く
責
め
糺
し
た
挙
げ
句
、
世
祖
フ
ビ
ラ
イ
に
報
告
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
同
じ
『
高
麗
史
』
列
伝
四
十
三
の
「
洪
福
源
」
の
項
に
は
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る（40
）
。
明
年
倭
船
泊
金
州
、
慶
尚
道
安
撫
使
曹
子
一
恐
元
責
交
通
、
密
令
還
、
茶
丘
聞
之
嚴
鞫
子
一
、
鍛
錬
以
奏
曰
、
高
麗
與
倭
相
通
、
王
遣
張
請
故
子
一
囚
、
一
日
茶
丘
遽
還
元
人
莫
知
、
其
故
王
慰
諭
之
、
「
恐
交
通
事
覺
獲
譴
于
元
」
と
い
う
表
現
が
示
す
通
り
、
高
麗
と
日
本
の
間
で
少
な
か
ら
ず
交
流
が
あ
っ
た
事
実
を
元
帝
国
に
知
ら
れ
た
く
な
か
っ
た
と
い
う
高
麗
内
部
の
事
情
が
伺
え
る
。
そ
の
理
由
は
、
や
は
り
日
本
へ
の
来
朝
仲
介
の
任
務
を
、
高
麗
側
が
忌
避
し
た
事
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
李
領
氏
の
著
作
に
も
詳
し
い
が
、
宰
相
李
蔵
用
イ
チ
ャ
ン
ヨ
ン
が
蒙
古
の
使
者
黒
的
ヘ
イ
ダ
を
説
得
し
渡
日
を
止
め
さ
せ
た
こ
と（41
）
、
元
宗
ウ
ォ
ン
ジ
ョ
ン
が
宋
君
斐
ソ
ン
ク
ン
ビ
に
命
じ
「
且
日
本
素
與
小
邦
、
未
嘗
通
好
、
但
對
馬
島
人
時
因
貿
易
往
來
金
州
耳
」
と
上
奏
さ
せ
た
こ
と（42
）
、
等
に
見
ら
れ
る
、
高
麗
側
に
よ
る
様
々
な
「
事
実
隠
蔽
」
工
作
が
示
し
て
い
る
。
た
だ
し
こ
れ
ら
の
隠
蔽
工
作
も
、
フ
ビ
ラ
イ
の
側
近
く
に
仕
え
る
高
麗
人
趙
彝
チ
ョ
イ
（
金
州
咸
安
ハ
マ
ン
郡
出
身
）
が
様
々
な
「
情
報
提
供
」
を
し
た
よ
う
で（43
）
、
半
ば
公
然
の
秘
密
と
化
し
て
い
た
。
そ
ん
な
中
、
日
本
船
が
金
州
に
来
航
し
、
必
死
に
隠
蔽
工
作
す
る
も
、
洪
茶
丘
に
嗅
ぎ
付
け
ら
れ
、
責
任
追
及
を
受
け
た
挙
げ
句
に
、
フ
ビ
ラ
イ
に
報
告
し
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よ
う
と
し
た
。
た
だ
し
、
元
宗
に
慰
諭
さ
れ
て
報
告
し
な
か
っ
た
、
と
さ
れ
て
い
る
の
は
「
世
家
二
十
七
」
と
は
違
っ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
年
の
十
月
己
亥
に
、
曹
子
一
は
洪
茶
丘
に
よ
っ
て
殺
害
さ
れ
て
い
る（44
）
。
そ
の
理
由
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
隠
蔽
工
作
発
覚
の
余
波
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
さ
て
、
こ
の
曹
子
一
に
よ
る
隠
蔽
工
作
の
背
後
に
は
ど
の
よ
う
な
意
味
が
隠
さ
れ
て
い
る
の
か
。
七
月
甲
子
と
十
月
己
亥
の
史
料
を
み
る
と
、「
倭
船
」
が
金
州
に
来
た
こ
と
、「
交
通
」
の
露
見
を
恐
れ
た
こ
と
、「
密
令
還
國
」
め
た
曹
子
一
が
殺
害
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
意
を
向
け
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
ま
ず
「
倭
船
」
で
あ
る
が
、
こ
れ
だ
け
で
は
ど
の
よ
う
な
性
質
の
船
か
は
不
明
で
あ
る
。
李
領
氏
に
よ
る
と
、『
高
麗
史
』
で
は
日
本
を
表
す
語
と
し
て
、「
日
本
」
と
「
倭
」
の
二
種
の
表
記
が
あ
り
、「
日
本
」
を
公
式
的
名
称
と
し
て
、「
倭
」
を
ネ
ガ
テ
ィ
ヴ
な
意
味
（
敵
対
・
恐
怖
・
蔑
視
）
を
持
つ
非
公
式
的
名
称
と
し
て
使
い
分
け
が
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る（45
）
。
そ
れ
に
従
う
と
、「
倭
寇
の
船
」
あ
た
り
の
解
釈
が
適
当
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
「
交
通
」
と
い
う
語
が
そ
れ
に
続
く
た
め
、「
倭
船
」
を
倭
寇
の
船
と
解
釈
す
る
の
は
適
当
で
な
い
。「
交
通
」
を
文
字
通
り
解
釈
す
れ
ば
、
従
来
か
ら
続
け
ら
れ
て
い
る
私
的
交
流
・
地
域
的
交
流
で
あ
り
、
私
的
貿
易
、
つ
ま
り
進
奉
船
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
の
「
交
通
」
目
的
で
き
た
「
倭
船
」
を
、
現
地
監
督
者
で
あ
り
「
密
令
還
國
」
め
る
よ
う
指
示
し
た
曹
子
一
が
、
恐
ら
く
こ
の
こ
と
が
原
因
で
洪
茶
丘
に
殺
害
さ
れ
た
。
こ
れ
に
は
二
通
り
の
解
釈
が
成
り
立
つ
。
一
つ
は
、
隠
蔽
工
作
が
も
う
少
し
で
露
呈
し
そ
う
に
な
っ
た
こ
と
の
責
任
問
題
の
発
生
、
も
う
一
つ
は
「
密
令
還
國
」
め
た
と
い
う
措
置
が
問
題
に
な
っ
た
こ
と
、
で
あ
る
。
前
者
は
、
洪
茶
丘
が
元
宗
の
頼
み
に
よ
り
フ
ビ
ラ
イ
の
耳
に
入
れ
な
か
っ
た
代
わ
り
に
、
曹
子
一
に
泥
を
か
ぶ
ら
せ
た
と
い
う
解
釈
で
あ
る
。
後
者
は
、
洪
茶
丘
が
「
高
麗
與
倭
相
通
」
と
奏
上
し
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
こ
の
表
現
は
、
あ
た
か
も
高
麗
が
日
本
と
共
謀
し
て
元
へ
の
謀
叛
を
企
て
て
い
る
よ
う
に
聞
こ
え
る
。
つ
ま
り
、「
密
令
還
」
め
る
の
で
な
く
捕
縛
ま
た
は
撃
退
し
、
日
本
と
の
「
相
通
」
じ
て
い
る
疑
惑
を
晴
ら
す
べ
き
で
あ
っ
た
。
し
か
し
日
本
人
を
密
か
に
帰
国
さ
せ
た
こ
と
に
つ
い
て
の
責
任
問
題
が
問
わ
れ
た
、
と
い
う
推
測
で
あ
る
。
こ
の
曹
子
一
事
件
以
後
高
麗
が
滅
亡
す
る
ま
で
の
百
二
十
年
近
く
の
間
、
日
本
と
高
麗
の
私
的
交
流
（
貿
易
）
の
事
実
は
殆
ん
ど
見
え
日麗関係の変質過程 86
な
く
な
る
。
交
流
や
貿
易
ど
こ
ろ
か
、
倭
寇
の
活
動
が
い
よ
い
よ
本
格
化
し
、
日
麗
間
は
全
く
の
緊
張
状
態
へ
と
突
入
し
て
い
く
。
（
46
）
そ
こ
か
ら
考
察
す
る
と
、
日
本
と
の
「
交
通
」
の
事
実
が
こ
の
時
発
覚
し
そ
う
に
な
り
、
元
朝
の
目
を
憚
っ
た
高
麗
政
府
に
よ
り
私
的
交
流
（
貿
易
）
を
禁
止
す
る
方
針
が
取
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
こ
の
時
の
「
倭
船
」
が
進
奉
船
の
最
後
の
も
の
で
あ
り
、
追
い
返
さ
れ
不
成
功
に
終
わ
っ
た
こ
と
を
以
て
そ
の
終
焉
を
迎
え
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
れ
以
後
は
蒙
古
襲
来
の
緊
張
と
相
手
国
へ
の
警
戒
の
念
が
長
期
に
渡
っ
て
持
続
し
て
い
っ
た
た
め
、
貿
易
は
も
ち
ろ
ん
、
漂
流
民
送
還
と
い
っ
た
友
好
事
業
さ
え
難
し
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
や
が
て
倭
寇
活
動
が
活
発
化
し
て
い
く
の
は
、
日
本
国
内
の
事
情
（
南
北
朝
の
内
乱
期
）
と
い
う
こ
と
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
私
的
交
流
を
許
さ
な
い
強
硬
な
高
麗
の
態
度
に
不
満
が
持
た
れ
た
と
い
う
一
因
も
あ
っ
た
か
ら
で
は
な
い
か
。
そ
れ
は
先
の
一
二
〇
六
年
以
後
、
一
時
進
奉
貿
易
が
廃
絶
さ
れ
た
際
に
倭
寇
が
発
生
し
た
こ
と
と
同
じ
理
由
で
あ
る
。
一
二
二
七
年
に
武
藤
資
頼
の
要
請
に
よ
っ
て
進
奉
貿
易
は
復
活
し
た
も
の
の
、
曹
子
一
事
件
で
は
高
麗
は
元
朝
の
目
を
意
識
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
、
日
麗
関
係
の
断
絶
は
決
定
的
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
一
二
七
二
年
を
以
て
進
奉
関
係
（
平
和
的
地
域
外
交
）
は
終
焉
を
迎
え
、
こ
れ
以
後
全
く
の
緊
張
関
係
（
暴
力
的
地
域
外
交
）
の
時
代
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
二
、
三
別
抄
の
対
日
外
交
姿
勢
悪
化
し
て
い
く
日
麗
関
係
で
も
う
ひ
と
つ
注
目
す
べ
き
は
、
三
別
抄
サ
ム
ピ
ョ
ル
チ
ョ
と
日
本
と
の
関
係
で
あ
る
。
高
麗
武
人
政
権
の
私
的
軍
事
勢
力
と
も
言
う
べ
き
三
別
抄
は
、
元
宗
の
開
京
帰
還
に
従
わ
ず
に
一
二
七
〇
年
に
王
族
の
王
温
ワ
ン
オ
ン
を
擁
立
し
高
麗
正
統
政
府
を
自
認
し
た
。
彼
等
は
珍
島
チ
ン
ド
や
耽
羅
島
タ
ム
ナ
ド
（
済
州
島
チ
ェ
ジ
ュ
ド
）
を
転
戦
す
る
も
、
元
・
高
麗
連
合
軍
に
よ
り
一
二
七
三
年
に
滅
ぼ
さ
れ
た
。
こ
の
三
別
抄
が
一
二
七
一
年
に
日
本
に
救
援
依
頼
を
し
て
い
た
こ
と
が
、
石
井
正
敏
氏
の
研
究
に
よ
り
明
ら
か
と
な
っ
た（47
）
。
三
別
抄
に
つ
い
て
は
、
そ
の
他
に
も
村
井
章
介
氏
や
李
領
氏
の
研
究
が
あ
る（48
）
。
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こ
の
三
別
抄
が
対
倭
寇
警
護
の
任
に
つ
い
て
い
た
こ
と
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。
元
宗
六
年
（
一
二
六
五
）
七
月
に
は
、
秋
七
月
丁
未
朔
、
倭
寇
南
道
沿
海
州
郡
、
命
將
軍
安
洪
敏
等
率
三
別
抄
軍
禦
之（49
）
、
と
い
う
事
件
が
あ
っ
た
。
南
道
沿
海
州
郡
に
攻
め
寄
せ
た
倭
寇
を
、
安
洪
敏
ア
ン
ホ
ン
ミ
ン
将
軍
率
い
る
三
別
抄
に
防
禦
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。
文
面
で
は
把
握
し
づ
ら
い
が
、
恐
ら
く
実
際
に
交
戦
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
約
四
年
後
の
元
宗
十
年
（
一
二
六
九
）
五
月
に
は
、
五
月
丙
午
、
慶
尚
道
按
察
使
馳
報
濟
州
人
漂
風
至
日
本
還
言
、
日
本
具
兵
船
將
寇
我
、
於
是
遣
三
別
抄
及
大
角
班
巡
戌
海
邊
、
又
令
沿
海
郡
縣
管
城
積
穀
移
彰
善
縣
所
藏
國
史
於
珍
島（50
）
、
と
い
う
記
事
が
見
え
る
。
日
本
が
攻
め
て
く
る
と
い
う
噂
が
出
て
く
る
の
は
、
既
に
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
（
元
）
に
よ
る
日
本
通
好
交
渉
が
開
始
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
李
領
氏
の
説
く
「
日
本
」
と
「
倭
」
の
使
い
分
け
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
ネ
ガ
テ
ィ
ヴ
な
対
日
観
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
倭
」
で
は
な
く
「
日
本
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
わ
か
ら
な
い
。
こ
の
時
は
あ
く
ま
で
噂
で
終
わ
っ
た
が
、
海
上
の
警
護
に
は
三
別
抄
と
大
角
班
テ
エ
ガ
ク
パ
ン
が
担
当
し
て
い
る
。
そ
れ
か
ら
約
二
年
後
の
一
二
七
一
年
（
文
永
八
年
、
元
宗
十
二
年
）
九
月
に
三
別
抄
か
ら
の
救
援
依
頼
が
日
本
に
届
く
こ
と
に
な
る
。
村
井
章
介
氏
は
三
別
抄
が
日
本
に
救
援
依
頼
し
た
理
由
と
し
て
、
先
の
日
本
人
と
交
戦
し
た
二
例
に
触
れ
て
「
そ
れ
を
通
じ
て
か
れ
ら
は
、
単
純
な
憎
悪
や
蔑
視
に
と
ど
ま
ら
ず
、
海
船
を
あ
や
つ
る
戦
闘
に
た
く
み
な
日
本
人
の
特
質
を
理
解
し
た
で
あ
ろ
う
」
と
推
測
し
、
「
三
別
抄
が
朝
鮮
南
辺
の
海
上
警
固
に
た
ず
さ
わ
る
な
か
で
、
し
だ
い
に
日
本
の
存
在
を
発
見
し
、
理
解
し
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
る
ま
い
」
と
解
説
し
て
い
る
。
ま
た
、「
日
本
側
の
外
交
決
定
に
有
用
な
情
報
を
提
供
」
し
、「「
漂
風
人
護
送
」
の
よ
う
な
、
平
等
互
恵
の
国
際
慣
行
の
遵
守
を
提
起
し
」
た
等
の
事
実
に
触
れ
、「
三
別
抄
は
、
日
本
と
の
間
に
対
等
・
平
等
の
国
際
関
係
を
構
想
し
う
る
視
野
を
獲
得
し
て
い
た
」
と
説
い
て
い
る（51
）
。
李
領
氏
は
、
三
別
抄
が
「
高
麗
の
正
統
的
政
府
を
自
負
し
て
い
た
」
の
で
、
こ
の
よ
う
な
「
漂
風
人
護
送
」
等
は
「
三
別
抄
と
し
て
は
至
極
当
然
の
行
動
で
あ
っ
た
」
と
解
説
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、「
武
臣
政
権
を
武
力
で
支
え
て
い
た
三
別
抄
が
、
対
馬
お
よ
び
大
宰
府
と
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自
国
と
の
関
係
を
知
ら
な
か
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
」
と
し
、
か
っ
て
の
日
麗
平
和
的
交
流
を
そ
の
理
想
と
し
た
た
め
、
日
本
に
コ
ン
タ
ク
ト
を
取
っ
た
も
の
と
し
て
い
る（52
）
。
し
か
し
、
三
別
抄
が
日
本
に
コ
ン
タ
ク
ト
を
求
め
る
経
緯
に
は
、
恐
ら
く
よ
り
切
羽
詰
ま
っ
た
事
情
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
李
領
氏
の
言
う
よ
う
な
高
麗
正
統
政
府
と
し
て
の
当
然
の
義
務
、
と
い
っ
た
悠
長
な
も
の
で
は
な
く
、
窮
乏
を
打
開
す
る
た
め
の
な
り
ふ
り
構
わ
ぬ
救
援
要
請
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
と
い
う
の
も
、
も
し
彼
等
が
日
本
の
実
力
（
軍
事
力
）
を
認
め
、
味
方
に
つ
け
る
意
志
が
あ
っ
た
な
ら
、
も
っ
と
早
い
段
階
で
こ
の
使
者
が
派
遣
さ
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
彼
等
が
最
初
に
「
叛
乱
」
を
起
こ
し
た
の
は
、
元
宗
十
一
年
（
一
二
七
〇
）
六
月
で
あ
っ
た（53
）
。
彼
等
は
珍
島
に
籠
も
る
も
、
翌
十
二
年
（
一
二
七
一
）
年
五
月
に
は
元
の
大
軍
に
よ
っ
て
珍
島
を
攻
略
さ
れ
、
旗
頭
の
王
温
は
戦
死
し
、
耽
羅
島
に
逃
げ
込
む
有
様
で
あ
っ
た
。
彼
等
は
そ
こ
か
ら
驚
異
的
な
粘
り
を
見
せ
、
二
年
近
く
持
ち
こ
た
え
る
の
だ
が
、
日
本
へ
の
救
援
要
請
は
「
珍
島
戦
敗
北
」
か
ら
約
四
ヵ
月
後
の
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
当
初
か
ら
日
本
の
実
力
に
注
目
し
て
い
た
の
な
ら
ば
、「
旗
揚
げ
」
直
後
に
「
共
闘
要
請
」
を
出
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
耽
羅
島
に
逃
げ
込
ん
だ
後
に
日
本
に
救
援
要
請
し
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
私
に
は
ど
う
し
て
も
切
羽
詰
ま
っ
た
な
り
ふ
り
構
わ
ぬ
救
援
要
請
に
し
か
見
え
な
い
の
で
あ
る
。
若
し
く
は
、
耽
羅
島
に
移
っ
た
こ
と
で
地
理
的
に
日
本
に
近
く
な
り
、
元
に
も
生
意
気
な
態
度
を
見
せ
て
い
る
日
本
と
い
う
国
の
存
在
を
思
い
出
し
、
成
り
行
き
で
救
援
要
請
を
し
た
、
と
い
う
推
測
も
出
来
る
。
村
井
氏
は
、
三
別
抄
が
日
本
と
の
交
戦
を
通
し
て
、「
単
純
な
憎
悪
や
蔑
視
に
と
ど
ま
ら
ず
、
海
船
を
あ
や
つ
る
戦
闘
に
た
く
み
な
日
本
人
の
特
質
を
理
解
し
た
で
あ
ろ
う
」
と
推
測
し
て
い
る（54
）
。
興
味
深
い
推
測
だ
が
、
当
時
の
倭
寇
が
そ
れ
ほ
ど
海
戦
に
長
け
て
い
た
の
か
疑
問
で
あ
る
。
李
領
氏
は
「
十
三
世
紀
の
倭
寇
」
と
「
庚
寅
年
以
降
の
倭
寇
」
と
の
比
較
検
討
し
て
い
る
が
、「
十
三
世
紀
の
倭
寇
」
は
小
規
模
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
「
高
麗
軍
の
攻
撃
の
前
に
全
員
逮
捕
さ
れ
る
か
、
あ
る
い
は
斬
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
」
と
し
て
い
る（55
）
。
確
か
に
こ
れ
ら
初
期
倭
寇
は
逮
捕
・
殺
害
と
い
っ
た
記
事
が
多
く
見
ら
れ
る
。
つ
ま
り
高
麗
軍
に
と
っ
て
、
倭
寇
は
戦
え
ば
そ
れ
ほ
ど
脅
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威
的
な
存
在
で
は
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
た
だ
し
神
出
鬼
没
で
高
麗
軍
の
目
を
盗
ん
で
出
没
し
、
な
る
べ
く
交
戦
を
避
け
て
逃
亡
す
る
よ
う
な
存
在
で
あ
り
、
言
う
な
れ
ば
撃
退
は
容
易
で
あ
る
が
非
常
に
煩
わ
し
い
存
在
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
う
。
一
二
六
五
年
と
一
二
六
九
年
の
三
別
抄
の
対
倭
寇
警
戒
活
動
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
「
高
麗
政
府
」
の
一
員
と
し
て
の
も
の
で
あ
っ
た
。
対
し
て
、
一
二
七
一
年
の
日
本
へ
の
救
援
要
請
の
時
は
、
彼
等
は
「
自
称
高
麗
正
統
政
府
」
で
あ
り
、
大
敗
し
た
後
の
苦
し
い
状
況
で
あ
っ
た
。
こ
の
二
者
で
は
、
対
日
観
が
違
っ
て
い
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
前
者
で
は
、
高
麗
精
鋭
軍
と
し
て
、
倭
人
に
対
し
て
蔑
視
し
、
憎
悪
の
念
を
た
ぎ
ら
せ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
後
者
で
は
、
元
に
生
意
気
な
態
度
を
見
せ
て
い
る
日
本
の
存
在
を
思
い
出
し
、「
敵
の
敵
は
味
方
」
の
論
理
で
救
援
要
請
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
村
井
氏
の
言
う
よ
う
に
「
平
等
互
恵
の
国
際
慣
行
の
遵
守
」
が
彼
等
の
頭
に
は
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
し
、
李
領
氏
の
言
う
よ
う
に
「
正
統
政
府
と
し
て
の
当
然
の
行
為
」
と
し
て
の
外
交
姿
勢
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
し
か
し
何
よ
り
も
、
漂
流
民
の
送
還
と
情
報
提
供
と
い
っ
た
「
対
等
善
隣
外
交
の
提
唱
」
に
は
「
支
援
を
得
る
手
土
産
」
と
い
う
生
々
し
い
意
義
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
え
て
な
ら
な
い
。
ま
た
李
領
氏
は
、
三
別
抄
が
高
麗
と
大
宰
府
と
の
良
好
な
関
係
を
知
ら
な
か
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
と
し
、
そ
の
た
め
日
本
と
の
善
隣
外
交
を
推
進
し
よ
う
と
し
た
と
し
て
い
る
が
、
私
に
は
そ
の
論
説
は
一
面
で
正
し
く
、
別
の
一
面
で
は
正
し
く
な
い
と
思
わ
れ
る
。
同
氏
の
言
う
よ
う
に
対
馬
・
大
宰
府
と
い
っ
た
日
本
の
地
方
官
は
確
か
に
善
隣
外
交
を
推
進
し
て
き
た
の
は
既
に
見
た
と
お
り
で
あ
り
、
確
か
に
そ
の
方
針
を
三
別
抄
は
知
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
反
面
、
彼
等
は
玄
界
灘
海
民
の
倭
寇
行
為
を
実
際
に
防
い
で
い
る
わ
け
で
、
「
倭
人
」
の
負
の
側
面
を
も
知
っ
て
い
た
筈
で
あ
る
。
言
う
な
れ
ば
、「
日
本
人
」
の
地
方
官
の
善
隣
交
流
へ
の
親
近
感
と
、「
倭
人
」
の
海
民
へ
の
警
戒
の
念
と
い
っ
た
相
反
す
る
感
情
を
日
本
人
に
対
し
て
抱
い
て
い
た
の
で
な
い
か
。
李
氏
の
説
で
は
、
あ
ま
り
に
「
日
本
人
」
地
方
官
へ
の
「
善
隣
交
流
」
し
か
存
在
し
な
か
っ
た
よ
う
に
聞
こ
え
る
。「
倭
人
」
海
民
の
「
暴
行
」
を
目
に
す
る
機
会
の
多
い
三
別
抄
に
は
、「
日
本
人
（
倭
人
）」
に
は
愛
憎
常
な
ら
ぬ
複
雑
な
思
い
を
持
っ
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。「
日
本
」
の
大
宰
府
に
救
援
を
求
め
る
に
あ
た
り
、「
倭
人
」
へ
の
反
感
も
あ
っ
て
、
お
そ
ら
く
反
対
意
見
も
出
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
あ
る
。
ま
と
め
る
と
、
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三
別
抄
の
救
援
依
頼
は
、
正
の
感
情
（
対
馬
・
大
宰
府
へ
の
親
近
感
）
だ
け
で
送
ら
れ
た
の
で
な
く
、
負
の
感
情
（
倭
寇
へ
の
憎
悪
）
も
入
り
交
じ
っ
て
お
り
、
大
敗
後
の
体
制
挽
回
の
た
め
に
や
む
を
得
ず
出
さ
れ
た
と
い
う
性
質
で
は
な
い
か
と
思
う
。
む
す
び
に
か
え
て
日
麗
関
係
を
、
そ
の
性
質
か
ら
大
ま
か
に
分
類
す
る
と
、
前
期
（
平
和
的
外
交
期
、
十
〜
十
二
世
紀
）
・
中
期
（
外
交
関
係
悪
化
期
、
十
三
世
紀
前
中
期
）
・
後
期
（
暴
力
的
外
交
期
、
十
三
世
紀
後
期
〜
十
四
世
紀
）
の
三
つ
に
分
類
で
き
る
と
思
う
。
今
回
は
中
期
に
相
当
す
る
部
分
を
見
て
、
如
何
に
し
て
日
麗
関
係
が
悪
化
し
て
い
っ
た
の
か
を
考
察
し
た
。
主
題
が
違
う
せ
い
か
、
前
期
の
私
献
・
進
奉
貿
易
と
後
期
の
倭
寇
に
つ
い
て
は
殆
ど
説
明
で
き
な
か
っ
た
の
が
悔
や
ま
れ
る
。
ま
た
、
今
回
は
「
地
方
」
の
外
交
を
考
察
し
た
が
、「
中
央
（
朝
廷
）」
の
対
高
麗
観
に
触
れ
ら
れ
な
か
っ
た
の
も
反
省
点
で
あ
る
。
今
回
私
が
提
示
し
た
日
麗
関
係
悪
化
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、
①
日
本
側
の
対
麗
外
交
態
度
に
弛
緩
が
あ
り
、
そ
れ
が
原
因
で
一
時
的
に
高
麗
か
ら
進
奉
貿
易
を
廃
絶
さ
れ
る
に
至
っ
た
、
②
貿
易
中
絶
に
よ
り
玄
界
灘
海
民
が
窮
乏
に
陥
り
、
倭
寇
と
い
う
暴
力
手
段
に
訴
え
る
よ
う
に
な
っ
た
、
③
日
・
麗
と
も
に
地
方
官
レ
ベ
ル
で
は
善
隣
交
流
を
目
指
し
て
い
た
。
特
に
、
武
藤
資
頼
の
、
高
麗
政
府
の
顔
を
立
て
つ
つ
玄
界
灘
海
民
の
不
満
を
解
消
さ
せ
た
外
交
手
腕
は
も
っ
と
評
価
さ
れ
て
も
よ
い
も
の
で
あ
る
、
④
高
麗
が
元
朝
の
目
を
憚
っ
た
こ
と
に
よ
り
日
本
船
を
追
い
返
し
た
一
二
七
二
年
が
最
後
の
進
奉
船
と
な
り
、
以
後
両
国
は
全
く
の
緊
張
関
係
と
な
っ
た
、
⑤
三
別
抄
の
対
日
救
援
依
頼
は
珍
島
敗
戦
後
の
体
制
立
て
直
し
の
た
め
で
あ
っ
て
従
来
言
わ
れ
て
い
る
程
日
本
を
重
視
し
て
い
た
訳
で
は
な
い
、
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。
善
隣
外
交
を
目
指
す
両
国
の
地
方
官
と
高
麗
へ
の
倭
寇
活
動
を
す
る
玄
界
灘
海
民
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
、
さ
ら
に
、
中
央
（
朝
廷
ま
た
は
幕
府
、
元
朝
ま
た
は
高
麗
政
府
）
と
地
方
（
大
宰
府
、
高
麗
地
方
官
）
と
の
外
交
意
識
の
温
度
差
、
等
の
事
項
に
よ
り
両
国
間
は
徐
々
に
悪
化
し
て
い
き
、
元
の
対
日
強
硬
姿
勢
に
よ
っ
て
善
隣
外
交
・
進
奉
貿
易
は
全
く
終
焉
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
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た
だ
し
解
明
さ
れ
て
い
な
い
問
題
点
も
存
在
し
て
い
る
。
蒙
古
襲
来
以
後
、
元
・
麗
と
も
に
国
交
は
結
ば
れ
な
か
っ
た
が
、
民
間
貿
易
や
准
公
的
な
寺
社
造
営
料
唐
船
（
天
竜
寺
船
に
代
表
さ
れ
る
）
は
頻
繁
に
元
に
送
ら
れ
て
い
る
。
一
九
七
六
年
に
韓
国
・
全
羅
南
道
新
安
シ
ン
ア
ン
郡
沖
海
底
で
発
見
さ
れ
た
新
安
沈
没
船
は
日
・
麗
・
元
の
三
カ
国
を
結
ぶ
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
日
元
貿
易
の
振
興
と
日
麗
貿
易
の
不
振
が
全
く
相
反
し
て
い
る
の
は
不
自
然
で
、
検
討
を
加
え
る
必
要
が
あ
る
。
村
井
章
介
氏
は
国
境
を
ま
た
ぐ
人
々
を
民
俗
学
で
「
マ
ー
ジ
ナ
ル
・
マ
ン
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
こ
と
を
紹
介
し
て
い
る（56
）
。
ま
た
、
ブ
ル
ー
ス
・
バ
ー
ト
ン
氏
は
国
境
に
相
当
す
る
概
念
と
し
て
「
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
」
と
「
バ
ウ
ン
ダ
リ
ー
」
の
二
語
を
紹
介
し
て
い
る（57
）
。
明
確
に
国
境
線
が
定
め
ら
れ
た
近
代
以
降
と
違
っ
て
、
こ
の
時
期
は
曖
昧
に
空
間
と
し
て
把
握
さ
れ
て
い
る
「
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
」
で
あ
っ
た
。
玄
界
灘
・
黄
海
周
辺
の
海
民
の
生
き
様
は
ま
さ
し
く
「
マ
ー
ジ
ナ
ル
・
マ
ン
」
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
で
あ
り
、
国
家
間
の
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
カ
ネ
・
情
報
の
移
動
は
頻
繁
に
行
わ
れ
て
い
た
。
私
献
・
進
奉
貿
易
も
そ
う
で
あ
る
し
、
倭
寇
も
そ
う
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
「
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
」
に
相
当
す
る
地
域
で
は
、「
辺
境
の
多
国
籍
性
」
と
「
多
国
籍
性
が
も
た
ら
す
交
流
と
摩
擦
」
は
不
可
分
で
あ
り
、
両
者
は
密
接
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
ひ
と
く
ち
に
「
政
治
経
済
」
な
ど
と
よ
く
言
わ
れ
る
が
、「
政
治
」、
す
な
わ
ち
「
官
」
の
立
場
で
は
他
国
を
拒
絶
し
て
い
て
も
、「
経
済
」、
つ
ま
り
「
民
」
の
立
場
で
は
一
向
に
構
わ
ず
広
域
活
動
を
繰
り
広
げ
た
わ
け
で
、
周
辺
地
域
で
は
こ
の
二
語
は
必
ず
し
も
一
致
し
な
い
。
こ
の
よ
う
な
「
官
」
と
「
民
」
と
の
差
異
、
さ
ら
に
「
中
央
」
と
「
地
方
」
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
、「
交
流
」
と
「
摩
擦
」
の
入
り
交
じ
っ
た
複
雑
な
国
際
交
流
を
な
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
「
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
」
と
呼
ば
れ
る
境
界
を
見
る
際
に
は
、
以
上
の
よ
う
な
点
に
注
意
し
な
が
ら
研
究
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
は
朝
鮮
半
島
に
限
ら
ず
、
日
中
関
係
史
を
見
る
上
で
も
同
じ
な
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
日
麗
関
係
悪
化
の
経
緯
を
微
視
的
に
見
て
、
そ
の
よ
う
に
感
じ
た
次
第
で
あ
る
。
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註
（
１
）
青
山
公
亮
『
日
麗
交
渉
史
の
研
究
』（
明
治
大
学
文
学
部
研
究
所
、
一
九
五
五
年
）、
森
克
己
『
新
訂
日
宋
貿
易
の
研
究
』、
同
『
続
日
宋
貿
易
の
研
究
』、
同
『
続
々
日
宋
貿
易
の
研
究
』（『
森
克
己
著
作
集
』
一
巻
〜
三
巻
、
国
書
刊
行
会
、
い
ず
れ
も
一
九
七
五
年
）。
（
２
）
李
領
『
倭
寇
と
日
麗
関
係
史
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
九
年
）。
（
３
）
註
（
10
）
参
照
。
（
４
）
註
（
２
）
李
領
氏
著
作
の
六
十
六
〜
六
十
七
頁
。
（
５
）
例
え
ば
、
壱
岐
か
ら
藤
井
安
国
等
三
十
三
人
を
遣
わ
し
方
物
を
献
じ
た
こ
と
、（『
高
麗
史
』
世
家
九
、
文
宗
二
十
七
年
七
月
丙
午
条
）、
薩
摩
か
ら
使
が
遣
わ
さ
れ
方
物
を
献
上
し
た
こ
と
（『
高
麗
史
』
世
家
九
、
文
宗
三
十
四
年
閏
月
（
閏
八
月
）
庚
子
条
）、
筑
前
州
の
「
商
客
」
信
通
ら
が
水
銀
二
百
五
十
斤
を
高
麗
国
に
献
上
し
た
こ
と
（『
高
麗
史
』
世
家
十
、
宣
宗
元
年
六
月
戊
午
条
）、
等
に
見
え
る
。
（
６
）
『
高
麗
史
』
世
家
二
十
五
、
元
宗
四
年
四
月
甲
寅
条
。
（
７
）
被
虜
朝
鮮
人
送
還
に
よ
る
回
賜
貿
易
と
そ
れ
に
関
与
し
た
地
域
に
つ
い
て
は
、
関
周
一
氏
の
研
究
に
詳
し
い
。
同
『
中
世
日
朝
海
域
史
の
研
究
』
（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
二
年
）
を
参
照
。
（
８
）
確
認
出
来
る
私
献
貿
易
の
初
見
は
、『
高
麗
史
』
世
家
九
、
文
宗
二
十
七
年
（
一
〇
七
三
）
七
月
丙
午
条
の
、
日
本
人
王
則
貞
・
松
永
年
等
四
十
二
人
が
螺
鈿
・
鞍
橋
・
刀
・
鏡
等
を
献
上
し
た
こ
と
、
同
じ
く
壱
岐
の
勾
当
官
が
藤
井
安
国
等
三
十
三
人
を
遣
わ
し
方
物
を
献
じ
た
こ
と
、
等
で
あ
る
。
そ
れ
以
前
は
、
対
馬
が
高
麗
の
漂
流
民
を
送
還
し
た
結
果
と
し
て
礼
物
を
賜
る
と
い
う
例
が
い
く
つ
か
見
え
る
（
例
え
ば
『
高
麗
史
』
世
家
八
、
文
宗
十
四
年
七
月
癸
丑
条
）
が
、
そ
れ
ら
の
使
者
は
最
初
か
ら
献
上
目
的
と
し
て
派
遣
さ
れ
た
訳
で
は
な
い
。
（
９
）
「
倭
寇
」
の
語
が
確
認
出
来
る
最
初
の
も
の
は
高
句
麗
コ
グ
リ
ョ
の
好
太
王
ホ
テ
ワ
ン
の
碑
文
（
第
三
面
）
に
見
え
る
も
の
だ
が
、
そ
の
「
倭
寇
」
と
中
世
の
「
倭
寇
」
が
全
く
異
質
な
も
の
で
あ
る
の
は
明
白
で
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
こ
の
事
例
を
紹
介
す
る
の
み
で
除
外
し
て
お
く
。
（
10
）
『
高
麗
史
』
世
家
二
十
二
、
高
宗
十
年
（
一
二
二
三
）
五
月
甲
子
条
。
（
11
）
田
中
健
夫
『
倭
寇
―
海
の
歴
史
』（
教
育
社
、
一
九
八
二
年
）、
十
五
頁
。
（
12
）
註
（
11
）
田
中
氏
著
作
の
二
十
六
頁
。
（
13
）
註
（
２
）
李
領
氏
著
作
六
十
六
頁
。
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（
14
）
『
吾
妻
鏡
』
文
治
二
年
五
月
二
十
日
条
。
（
15
）
註
（
１
）
青
山
氏
著
作
二
十
五
頁
。
（
16
）
註
（
１
）
青
山
氏
著
作
二
十
八
頁
。
（
17
）
『
高
麗
史
』
世
家
二
十
二
、
高
宗
十
二
年
四
月
戊
戌
条
（
18
）
『
高
麗
史
』
世
家
二
十
二
、
高
宗
十
三
年
正
月
丁
丑
条
（
19
）
『
高
麗
史
』
世
家
二
十
二
、
高
宗
十
三
年
六
月
甲
申
条
、『
吾
妻
鏡
』
嘉
禄
三
年
（
安
貞
元
年
）
五
月
十
四
日
条
（
吉
川
本
、
北
条
本
に
は
な
し
）、
『
明
月
記
』
嘉
禄
二
年
十
月
十
七
日
条
、
等
。
（
20
）
『
高
麗
史
』
世
家
二
十
二
、
高
宗
十
四
年
五
月
庚
戌
・
乙
丑
条
、
註
（
19
）
の
『
吾
妻
鏡
』
の
記
事
。
（
21
）
註
（
19
）
の
『
吾
妻
鏡
』
の
記
事
。
（
22
）
註
（
20
）
の
『
高
麗
史
』
の
記
事
の
、
五
月
乙
丑
条
。
（
23
）
『
百
錬
抄
』
嘉
禄
三
年
（
安
貞
元
年
）
七
月
廿
一
日
条
（
24
）
『
吾
妻
鏡
』
嘉
禄
三
年
（
安
貞
元
年
）
四
月
廿
三
日
条
。
（
25
）
註
（
２
）
李
領
氏
著
作
の
六
十
五
頁
。
（
26
）
『
吾
妻
鏡
』
貞
永
元
年
閏
九
月
十
七
日
条
。
（
27
）
『
高
麗
史
』
世
家
二
十
五
、
元
宗
四
年
二
月
癸
酉
条
。
（
28
）
『
高
麗
史
』
世
家
二
十
六
、
元
宗
六
年
七
月
丁
未
条
。
（
29
）
『
百
錬
抄
』
延
応
二
年
四
月
三
日
条
、『
平
戸
記
』
延
応
二
年
四
月
十
二
日
〜
十
七
日
条
。
（
30
）
『
高
麗
史
』
世
家
二
十
四
、
高
宗
四
十
六
年
七
月
庚
午
条
。
（
31
）
註
（
６
）
参
照
。
（
32
）
註
（
27
）
参
照
。
（
33
）
註
（
６
）
参
照
。
（
34
）
『
高
麗
史
』
世
家
二
十
五
、
元
宗
四
年
六
月
是
月
条
。
（
35
）
『
高
麗
史
』
世
家
二
十
五
、
元
宗
四
年
七
月
乙
巳
条
。
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（
36
）
『
高
麗
史
』
世
家
二
十
五
、
元
宗
四
年
八
月
戊
申
朔
条
。
（
37
）
註
（
２
）
李
領
氏
著
作
の
七
十
一
頁
。
（
38
）
註
（
２
）
李
領
氏
著
作
の
七
十
二
頁
。
（
39
）
『
高
麗
史
』
世
家
二
十
七
、
元
宗
十
三
年
七
月
甲
子
条
。
（
40
）
『
高
麗
史
』
列
伝
四
十
三
、「
洪
福
源
」。
（
41
）
註
（
２
）
李
領
氏
著
作
第
三
章
第
二
節
「
李
蔵
用
」
を
参
照
。
（
42
）
『
高
麗
史
』
世
家
二
十
六
、
元
宗
八
年
春
正
月
条
。
（
43
）
『
高
麗
史
』
世
家
二
十
六
、
元
宗
七
年
十
一
月
癸
丑
条
。
な
お
、
註
（
２
）
李
領
氏
著
作
第
三
章
第
一
節
「
趙
彝
」
も
参
照
。
（
44
）
『
高
麗
史
』
世
家
二
十
七
、
元
宗
十
三
年
十
月
己
亥
条
。
（
45
）
註
（
２
）
李
領
氏
著
作
二
百
二
十
〜
二
百
二
十
四
頁
。
（
46
）
前
期
倭
寇
が
日
本
人
の
み
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
た
訳
で
は
な
く
、
高
麗
の
賤
民
も
加
わ
っ
て
い
た
こ
と
は
、
田
中
健
夫
氏
の
研
究
に
よ
っ
て
明
白
で
あ
る
（
同
「
倭
寇
と
東
ア
ジ
ア
通
交
圏
」、『
日
本
の
社
会
史
』
一
、
岩
波
書
店
、
一
九
八
七
年
）。
よ
っ
て
、
倭
寇
に
よ
る
日
麗
間
の
緊
張
状
態
は
、
大
部
分
は
日
本
人
の
倭
寇
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
一
部
は
高
麗
人
関
与
も
あ
っ
た
こ
と
に
も
留
意
し
て
お
か
ね
ば
な
る
ま
い
。
な
お
、
本
論
文
で
扱
っ
て
い
る
倭
寇
は
、
武
藤
資
頼
が
悪
徒
九
十
人
を
斬
首
し
た
こ
と
や
、
日
本
側
が
賠
償
を
支
払
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
日
本
人
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
（
47
）
石
井
正
敏
「
文
永
八
年
来
日
の
高
麗
使
に
つ
い
て
　
―
三
別
抄
の
日
本
通
交
史
料
の
紹
介
―
」（『
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
報
』
十
二
号
、
一
九
七
八
年
）
（
48
）
村
井
章
介
「
高
麗
・
三
別
抄
の
叛
乱
と
蒙
古
襲
来
前
夜
の
日
本
」（
同
『
ア
ジ
ア
の
中
の
中
世
日
本
』
所
収
、
校
倉
書
房
、
一
九
八
八
年
）、
註
（
２
）
李
領
氏
著
作
第
三
章
第
三
節
「
三
別
抄
」。
（
49
）
『
高
麗
史
』
世
家
二
十
六
、
元
宗
六
年
七
月
丁
未
条
。
（
50
）
『
高
麗
史
』
世
家
二
十
六
、
元
宗
十
年
五
月
丙
午
条
。
（
51
）
註
（
48
）
村
井
氏
著
作
百
六
十
五
〜
百
六
十
六
頁
。
（
52
）
註
（
２
）
李
領
氏
著
作
百
四
頁
。
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（
53
）
『
高
麗
史
』
世
家
二
十
六
、
元
宗
十
一
年
六
月
己
巳
条
。
（
54
）
註
（
48
）
村
井
氏
著
作
百
六
十
六
頁
。
（
55
）
註
（
２
）
李
領
氏
著
作
百
二
十
二
頁
。
（
56
）
村
井
章
介
『
中
世
倭
人
伝
』（
岩
波
書
店
、
一
九
九
三
年
）、
四
〜
五
頁
。
（
57
）
ブ
ル
ー
ス
・
バ
ー
ト
ン
『
日
本
の
「
境
界
」
―
前
近
代
の
国
家
・
民
族
・
文
化
』（
青
木
書
店
、
二
〇
〇
〇
年
）。
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